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平
成
二
十
一
年
度
子
ど
も
の
主
張
発
表 

 

第
二
十
回
記
念
大
会 

 
 

多
く
の
感

を

び
開
催
さ
れ
る
！！ 

動

呼

去
る
二
月
六
日(

土)

、

午
後
二
時
よ
り
東
大

井
区
民
集
会
所
に
お
い
て
、
平
成
二
十
一
年
度

子
ど
も
の
主
張
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
大
会
が
始
ま
っ
て
二
十
年
と
い
う

こ
と
で
、「
私
の
町
・
ぼ
く
と
地
域
」
と
い
う
テ

ー
マ
を
加
え
た
記
念
大
会
で
、
例
年
よ
り
三
名

多
い
発
表
者
を
募
り
ま
し
た
。
管
内
小
中
学
校 

六
校
の
協
力
の
下
、
過
去
最
多
の
百
五
十
五
名

も
の
作
文
の
応
募
が
あ
り
、
地
区
委
員
選
考
委

員
会
の
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
十
五
名
の
皆
さ

ん
に
決
定
し
ま
し
た
。 

発
表
者
一
人
一
人
が
か
な
り
一
生
懸
命
練
習

に
励
ん
だ
成
果
が
出
て
、
友
達
や
家
族
、
満
員
の

聴
衆
の
見
守
る
中
、
例
年
以
上
に
レ
ベ
ル
の
高

い
、気
持
ち
の
込
も
っ
た
発
表
と
な
り
ま
し
た
。 

    

 

特
に
、
地
域
を
取
り
上
げ
た
作
文
が
多
く
、

日
頃
の
町
会
や
地
区
委
員
会
活
動
に
子
ど
も
達

が
積
極
的
に
参
加
す
る
姿
や
、
活
動
を
支
え
て

く
れ
て
い
る
地
域
の
人
達
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

が
、
多
く
の
聴
衆 

に
感
動
を
与
え

 る

大
会
で
し
た
。 

地
域
の
子
ど
も 

た
ち
の
前
向
き
な 

主
張
に
、
パ
ワ
ー 

と
す
が
す
が
し
さ 

を
も
ら
い
ま
し
た

 。

発
表
者
は
、
次
の 

皆
さ
ん
で
し
た
。 

<

小
学

部> 

生
の

未
来
の
私 

 

立
会
小
四
年 
我
如
古 

萌
絵 

み
ん
な
を
傷
つ
け
る
落
書
き 

鮫
浜
小
五
年 

河
出 

 
亮 

地
域
行
事
で
の
思
い
出 

鈴
ヶ
森
小
六
年 

大
沢 

望 

私
達
は
、
守
ら
れ
て
い
る
！ 

浜
川
小
五
年 

大
竹 

汐
音 

私
の
希
望
・
僕
の
夢 

立
会
小
五
年 

下
平 

裕
子 

夢
を
く
れ
た
水
族
館 

鮫
浜
小

年 

佐
藤 

和
奏 

五

私
の
住
ん
で
い
る
地
域 

鈴
ヶ
森
小
六
年 

髙
木 

彩
更 

私
の
マ
ン
シ
ョ
ン 浜

川
小
六
年 

中
澤 

美
南 

私
の
夢 

 
 

立
会
小
六
年 

渡
部 

里
緒 

僕
の
希
望 

 

鮫
浜
小
六
年 

友
澤 

恵
太 

こ
ん
な
町
に
な
り
た
い 

鈴
ヶ
森
小
六
年 

田
中 

里
奈 

<

中
学

部> 

生
の

将
来
の
夢 

 

浜
川
中
八
年 

小
林 

拓
馬 

私
の
夢 

 

鈴
ヶ
森
中
八
年 

広
瀬 

佳
奈 

将
来
の
夢 

 

浜
川
中
八
年 

藤
原 

眞

 央

剣
心
一
如
〜
真
の
強
さ
を
身
に
つ
け
る
〜 

鈴
ヶ
森
中
八
年 

菊
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平成 22年 3月 23日 火曜日 

新
年
会
と
写
真
展 

北
浜
川
東
町
会
よ
り 

  
        

一
月
十
七
日
、
開
設
二
十
周
年

を
迎
え
た
東
大
井
区
民
集
会
所

に
て
、
新
年
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 
 

 
 

二
部
で
は
、
町
内
囃
子
連
の
獅

子
舞
、
日
本
舞
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
お
正
月
の
雰

囲
気
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
酒

肴
が
進
み
、
皆
ほ
ん
の
り
桜
色
で
、

今
年
の
抱
負
な
ど
、
会
話
が
弾
ん

で
、
自
然
の
成
り
行
き
の
よ
う
に
、

自
慢
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
は
、
壁
面
を
利
用

し
て
、
一
年
間
の
町
内
行
事
の
ス

ナ
ッ
プ
写
真
を
約
百
五
十
枚
、
新

年
会
、
さ
く
ら
祭
り
、
盆
踊
り
、

夏
祭
り
、
防
災
訓
練
、
運
動
会
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
そ
の
他
数
々
を

展
示
し
て
、
参
加
者
の
話
題
を
、

高
め
て
お
り
ま
し
た
。 

初
め
に
、
齊
藤
町
会
長
か
ら

「
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
。」

の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
の

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
例
年
の
こ

と
と
は
言
え
、
年
の
初
め
に
は
、

「
今
年
こ
そ
は
、
」
と
の
思
い
を

新
た
に
し
ま
す
。 

 

会
員
さ
ん
達
の
雰
囲
気
は
ま

さ
に
「
一
人
一
人
が
協
力
し
合
っ

て
、
住
み
よ
い
町
」
そ
の
も
の
で
、

和
や
か
な
時
間
は
あ
っ
と
言
う

間
に
過
ぎ
、
東
町
会
応
援
歌
「
青

い
山
脈
」
を
全
員
で
合
唱
し
て
、

散
会
と
な
り
ま
し
た
。 

（
お
写
真
提
供
） 

環
境
衛
生
部
長 

永
井
靖
様 

浜
川
中
で
防
災
訓
練
開
始 

北
浜
川
西
町
会
よ
り 

一
月
八
日(

金)

に
浜
川
中
学
校

で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
た
。 

区
の
防
災
課
よ
り
配
布
さ
れ

た
２
台
の
ミ
ニ
消
化
ポ
ン
プ
の
操

作
を
学
ぶ
た
め
に
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
主
催
す
る
訓
練
に
、
避
難
場

所
と
指
定
さ
れ
て
い
る
町
会
（
関

ヶ
原
・
北
浜
川
西
）
も
協
力
参
加

し
た
。
大
井
消
防
署
か
ら
も
消
防

自
動
車
、
起
震
車
が
出
動
し
て
始

業
式
終
了
後
に
生
徒
と
地
域
が
一

体
に
な
り
訓
練
は
始
ま
っ
た
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を
見

た
あ
と
、
消
防
署
か
ら
、
大
き
な

災
害
の
時
に
は
消
防
車
は
来
な
い

と
思
っ
て
対
処
し
て
欲
し
い
と
の

話
を
聞
き
、
仮
設
ト
イ
レ
の
組
み

立
て
方
、消
火
器
の
取
り
扱
い
方
、

起
震
車
の
揺
れ
体
験
、
け
が
人
の

応
急
処
置
の
や
り
方
、
ミ
ニ
ポ
ン

プ
操
作
実
施
、
ア
ル
フ
ァ
米
の
炊

き
出
し
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
た
。 

中
学
生
の
俊
敏
な
行
動
や
真

剣
に
訓
練
に
取
り
組
む
姿
は
頼
も

し
く
、
こ
れ
な
ら
日
頃
か
ら
心
配

だ
っ
た
昼
間
高
齢
者
の
多
い
時
間

帯
に
災
害
が
起
こ
っ
た
時
の
不
安

は
払
拭
さ
れ
た
よ
う
な
思
い
が
し

た
。 そ

の 

あ
と
、 

炊
き
出 

し
訓
練 

の
お
に 

ぎ
り
を 

貰
っ
た 

の
ち
、 

学
校
内
に
あ
る
災
害
用
備
蓄
倉
庫
、

貯
水
槽
設
備
、
発
電
機
、
緊
急
電

話
等
の
設
置
場
所
の
確
認
を
し
て

訓
練
の
協
力
参
加
を
解
散
し
た
。 
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平成 22年 3月 23日 火曜日 

初
め
て
の
「
そ
う
め
ん
流
し
」
と 

恒
例
の

餅
つ
き
大
会
」 
「

 
  

大
井
寺
下
町
会
よ
り 

 

わ
が
町
会
で
は
、
青
少
年
部
の

行
事
と
し
て
、
毎
年
二
月
の
第
二

日
曜
日
に
「
餅
つ
き
大
会
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
昨
年
の

部
会
の
話
合
い
で
、
夏
の
「
そ
う

め
ん
流
し
」が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

実
施
に
先
立
ち
、
八
月
に
水
神
町

会
の
「
そ
う
め
ん
流
し
」
を
見
学

さ
せ
て
頂
き
、
九
月
二
十
七
日
に

実
施
し
ま
し
た
。 

山
形
に
転
居
し
た
元
住
人
の

方
が
送
っ
て
下
さ
っ
た
「
太
い
生

竹
」を
二
ツ
割
に
し
て
節
を
削
り
、

つ
な
ぎ
合
せ
て
筒
を
作
り
、
上
手

に
流
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

「
そ
う
め
ん
」
は
細
す
ぎ
る
の

で
「
ひ
や
む
ぎ
」
に
代
え
、
ミ
ニ

ト
マ
ト
等
も
流
し
ま
し
た
。
箸
で

抓
み
ず
ら
く
て
、
嬉
々
と
大
騒
ぎ

す
る
子
供
達
と
、
見
守
る
皆
ん
な

に
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。 

集
会
所
の
片
す
み
で
は
、
輪
投

げ
や
手
造
り
の
ボ
ー
リ
ン
グ
で
遊

ぶ
子
供
も
楽
し
そ
う
で
、
な
ご
や

か
な
一
日
で
し
た
。 

恒
例
の
「
餅
つ
き
大
会
」
は
、

雪
が
前
日
の
寒
さ
が
「
う
そ
」
の

よ
う
な
好
天
に
恵
ま
れ
た
二
月
十

四
日
に
、
百
五
十
人
程
の
参
加
を

得
て
行
な
い
ま
し
た
。
練
習
後
の

野
球
少
年
た
ち
も
、
か
け
つ
け
て

く
れ
ま
し
た
。
行
事
に
は
町
会
役

員
全
員
が
協
力
し
合
っ
て
取
り
組

み
、
町 

内
会
の 

「
和
」 

が
深
ま 

る
よ
う 

に
と
努 

め
て
い 

ま
す
。

 

 

 

〝
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

 

ン
〞

に
「
強
い
助
っ
人
」
参
入 

南
大
井
第
四
町
会
よ
り 

我
が
町
内
に
十
五
年
ほ
ど
前

に
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
町

内
の
清
掃
日
毎
月
第
三
日
曜
日
）

が
始
ま
っ
て
約
百
八
十
数
回
、
延

べ
参
加
人
員
約
一
万
人
を
数
え
、

町
会
長
を
先
頭
に
役
員
、
町
内
の

人
々
が
参
加
、
今
で
は
そ
の
日
に

参
加
で
き
な
い
ご
家
庭
は
朝
か
ら

自
宅
前
の
清
掃
を
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

当
初
は
、
リ
ヤ
カ
ー
四
〜
五
台

の
ゴ
ミ
を
収
集
し
て
来
ま
し
た
が
、

今
で
は
、
長
年
の
成
果
の
末
、
半

分
に
減
ら
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
此
の
様
な
仕
事

は
、
若
者
達
に
き
ら
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
今
年
度
よ
り
、
我
が
町
に

在
職
し
て
い
る
「
朝
日
新
聞
立
会

川
販
売
所
」の
職
員
の
皆
さ
ん（
記

載
写
真
の
方
々
）
が
参
加
し
て
頂

け
る
よ
う
に
な
り
、
会
長
も
喜
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。
彼
ら
の
参
加
で

い
っ
そ
う
町
内
の
美
化
が
強
化
さ

れ
、
ポ
イ
捨
て
防
止
や
ゴ
ミ
の
清

掃
に
励
む
こ
と
で
、
町
の
活
性
化

に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 ご

町
内
の
皆
様
の
一
人
で
も

多
く
の
参
加
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。 
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平成 22年 3月 23日 火曜日 

恒
例
の
餅
つ
き
大
会
を
開
催 

勝
島
町
会
か
ら 

町
の
中
心
に
あ
る
、
わ
か
く
さ

公
園
で
一
月
二
十
三
日
（
土
）、 

「
餅
つ
き
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

冬
晴
れ
の
青
空
に
、
杵
で
餅
を
つ

く
音
が
ペ
ッ
タ
ン
・
ペ
ッ
タ
ン
と

早
朝
か
ら
響
い
た
。 

当
日
は
陽
射
し
が
強
く
、
日
中

の
最
高
気
温
が
一
二
度
と
な
る
一

月
で
も
暖
か
い
日
で
、
参
加
者
は

約
二
五
〇
人
と
賑
わ
っ
た
。 

準
備
し
た
餅
米
は
三
六
キ
ロ
。

二
基
の
臼
で
次
々
に
つ
き
あ
が
っ

た
餅
は
手
際
良
く
ち
ぎ
ら
れ
、
き

な
粉
餅
・
あ
ん
こ
ろ
餅
・
お
汁
粉

と
な
り
、
毎
年
人
気
の
豚
汁
と
一

緒
に
参
加
者
に
振
舞
わ
れ
た
。
具

沢
山
の
豚
汁
は
今
年
も
人
気
で
、

お
代
わ
り
す
る
人
が
続
出
し
、
婦

人
部
員
の
顔
も
ほ
こ
ろ
ん
だ
。 

餅
を
頬
張
る
参
加
者
の
顔
も

笑
顔
に
な
り
、
つ
き
た
て
お
餅
の 

食
感
を
味
わ
い
、
熱
々
の
豚
汁
に

舌
鼓
を
打
ち
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば

し
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。 

こ
の
餅
つ
き
大
会
は
、
町
内
会

に
あ
る
特
別
区
人
事
厚
生
事
務
組

合
浜
川
荘
と
の
共
同
事
業
で
、
平

成
十
三
年
十
二
月
が
第
一
回
目
で
、

町
内
会
の
住
民
同
士
だ
け
で
な
く
、

浜
川
荘
の
入
所
者
と
の
交
流
と
親

睦
も
深
め
る
事
を
目
的
と
し
て
始

め
、
今
年
で
八
回
目
と
の
事
。 

今
後
も
、
是
非
継
続
し
て
欲
し

い
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。 

 
講
演
会
『
力
強
く
生
き
抜
く
子
を

育
て
る
た
め
に
』 

「
青
少
年
を
明
る
く
す
る
運
動

推
進
会
議
」
で
は
、
十
二
月
八
日

(

火)

午
後
七
時
よ
り
東
大
井
区
民

集
会
所
に
て
、
講
師
に
家
庭
教
育
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
内
田
玲
子
氏
を
迎

え
、
近
隣
小
中
学
校
保
護
者
な
ど
青

少
年
健
全
育
成
に
関
わ
る
方
々
百

十
八
名
の
参
加
者
を
得
、
第
六
回
目

と
な
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

内
田
先
生
は
、
終
始
年
齢
を
感
じ

さ
せ
な
い
力
強
い
語
り
口
で
、
時
に

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、
ご
自
身
の
経
験

や
研
究
を
も
と
に
実
例
を
あ
げ
分

か
り
易
く
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
す
べ
て
は
生
活
の
中
に
答
え
が

あ
る
こ
と
＝
親
の
生
活
の
癖
、
心
の

癖
を
子
ど
も
は
コ
ピ
ー
す
る
」「
何

か
あ
っ
た
時
、
今
答
え
て
や
る
、
今

受
け
入
れ
て
や
る
こ
と
」「
気
づ
い

て
や
れ
ば
い
つ
で
も
間
に
合
う
こ

と
」「
家
の
中
は
練
習
場
で
表
は
晴

れ
舞
台
」
等
、
家
庭
の
中
で
心
に
留

め
て
お
き
た
い
数
々
の
キ
ー
ワ
ー

ド
が
話
さ
れ
ま
し
た
。 

講
演
後
の
質
疑
応
答
に
は
子
ど

も
の
育
ち
を
考
え
る
熱
心
な
質
問

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

情
報
過
多
、
関
係
希
薄
化
の
子
育

て
環
境
の
中
、
迷
い
悩
み
な
が
ら
も

子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
も
う

と
励
ん
で
い
る
参
加
者
に
、
多
く
の

知
恵
と
ヒ
ン
ト
が
与
え
ら
れ
た
会

ま

た

 

と
な
り

し

。

 
 
 

編 

集 

後 

記 
 
 

 

本
号
が
皆
さ
ん
に
届
く
頃
、
各

地
よ
り
、
桜
だ
よ
り
が
聞
か
れ
、

新
学
期
も
近
く
、
可
愛
ら
し
い
一
年

生
を
見
る
季
節
に
な
り
ま
す
。 

各
町
会
・
自
治
会
も
新
年
度
の

事
業
計
画
・
行
政
・
諸
団
体
の
事

業
に
対
応
す
る
に
あ
た
り
新
体
制

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
一
年
間
！！

ガ
ン
バ
リ
！！
ま
し
ょ
う
。 

（
編
集
委
員
一
同
）  

 ４ 


